芭ま 去 i 
蕉 ま 来さ 



枯 枝に 烏のと まりけ り 秋の 暮 

塚 も 動け 我 泣 声 は 秋の 風 

あか/ \ と 日 は 難 面 も あきの 風 

旅に やんで 夢 は 枯野を かけ 廻る 

連句の なかに もまた 独特な 感覚が ある。 例えば、 



このごろの 上下の 衆の もどらる、 

腰に 杖 さす 宿の 気ち が ひ 



巴 g 野 g 

き、 s 水 ま 



一 一 の 尼に 近衛の 花の さかりき く 

蝶 はむ ぐらに とば かリ鼻 かむ 

うち かけい 

芥子 あまの 小坊 交りに 打 むれて 荷兮 

はせ を 

おる ゝ はすの みたてる 蓮の 実 芭蕉 

このような 様々 の 情緒と つよい 現実感の 峯を なして、 

閑 さや 岩に しみ 入 蟬の声 

の 句が、 芭蕉の 芸術と して 今日まで 消え ぬ 精神 の 響 を 



山の手 ややつ こり や 咲いた 花 盛 

引 窓 や 空 ゆく 月のお とし 穴 

と いうよう な 皮相な 思い つきに 堕した。 

鬼 貫 はこの 傾向に 真面目な 疑い を 抱いた 卓抜な 何人 

かの 芸術家た ちのうち の 一人で、 「まことの 外に 俳諧 

なし」 と 思い定めた。 「只 心 を 深く 入れて、 姿 ことばに 

かかわらぬ こそ このまし けれ」 と 考え、 

さは/ \ と 蓮う) J か す 池 の 鯉 

行水の 捨て どころ なき 虫の 声 



なんと 今日の 暑さ はと 石の 塵 を 吹く 

というよ うな 純真な 作品 を 生んで いる。 釣 月 軒と いう 

常套 的な 俳号から 宗 房が 桃 青と いう 号に 改めた 感情 も、 

俳諧 を 言葉 や 思 いっきの 遊戯 以上の ものと 感じた 緊張 

がた たまれて いて 興味が ある。 桃 青に とって 追々 俳諧 

は 人生の 遊びではなくて、 人生 そのものの 芸術 化と し 

て 真剣に 映って 来て おり、 芸術の 本質の その 発展に は、 

水道工事の 小役人の 暮 しも 深刻な 現実の ものの あわれ 

によ つ て 彼 を 豊富に したと 云える であろう。 官吏と し 

て 順当な 出世が 望めな くな つ たから 俳 道に 身 をう ち ザ J 



実 的な 俳諧で 風俗 描写して いる。 住吉の 社頭で 大矢数 

一昼夜に 二 万 三千 五 百 句 を 吐いた 西 鶴が、 そのような 

早口 俳諧 を もってする 風俗 描写の 練達から 自然 散文の 

世界に 入って、 浮世草子 「好色 一 代 男」 (天 和 一 一年) な 

ど を 書き 始めた 必然の 過程 は、 人生と 芸術への 疑いに 

みたされ ていた 桃 青に どのような 感想 を 与えた であろ 

うか。 近 松 門左衛 門の 「世 継 曾 我」 が 上方で 華やかな 

世評 を 喚起した の もこの 前後であった。 京都 生れの 武 

土であった 近 松 は、 当時 崩れ ゆく 武家の 経済 事情に 押 

し 流されて、 いくつかの 主家 を 転々 した 末 は 浪人して、 

歌舞伎の 大成 期であった その 時代から 辛苦の 多い 劇作 



家の 生活に 入った。 芭蕉より は 十 歳 以上 若い 彼 は、 や 

はリ 同じ 時代の 芸術家ら しい 現実的、 写実的 傾向に 

立って いて、 門左衛 門の 劇作に 対する 抱負 は、 昔の 花 

も 実 もない 浄瑠璃に 対して、 「文句に 心 を 用うる 事 昔 

にかわ リー 等 高く」、 例えば 同じ 武家 を 描いても、 「そ 

の 程 その 程 を もって 差別 をな す」 という リアリズムの 

強調に あった。 西 鶴 は、 当時の 世相 を 対象と する 風俗 

描写と そ ， J における 芸術 感情が 日常 性に 腰 を 据え て い 

る こと を 懐疑し ないように 見える。 近 松 門 左衛門 は、 

元禄と いう 新しい 時代の 息ぶ きで 目 ざ まされ 自然 平等 

に 発露しょう とする 人間の 情、 男女の 情が、 やはり 昔 
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